
‭　　　　　　　　　　　 　‬‭令和５年度　　　　　　　　　‬
‭　　　　　　‬‭事　業　報　告　書　　　　　‬
‭　‬

‭公‬‭益‬‭財‬‭団‬‭法‬‭人‬ ‭小‬‭樽‬‭商‬‭科‬‭大‬‭学‬‭後‬‭援‬‭会‬‭　‬‭　‬‭　‬‭　‬
‭　‬

‭令和５年度事業報告書‬
‭（自令和５年４月１日　　至令和６年３月３１日）‬

‭１．事業概要‬

‭　　‬‭当法人は公益財団法人移行後も引き続き母校の学術振興を目的とした支‬

‭援を継続している。同窓生からの募金活動も継続しており、個人及び法人‬

‭含め９６６万円集まっている。一方、収益事業である緑丘会館の運営は、‬
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‭コロナ禍に伴う影響が継続し、会合等は減少しているが、事業収益は当年‬

‭度は回復してきている。事業の運営にあたっては、公益認定基準の適合性‬

‭を維持するために従来通り監事監査の充実を図っている。今年度も過去の‬

‭募金による資産を取崩して事業資金に充当している。‬

‭　‬

‭２．事業別概要‬

‭各事業の主な内容は次のとおりである。‬

‭（１）公益目的事業‬

‭①寄附金募集‬

‭一般募金‬

‭期中３００件、金額９，６５８千円の募金があり、一般募金として‬

‭は１１０周年以降の最大金額となった。一方、募金実績を世代別に‬

‭見ると６０歳以上の世代からの寄附が大半を占めている。今後の募‬

‭金活動を考えるうえで、平成卒業世代を含めた募金意識の醸成に取‬

‭り組んでいくことがますます必要である。‬

‭②助成事業‬

‭小樽商科大学へ以下の通り助成を行った。‬

‭1.‬‭学生支援のための資金助成‬

‭課外活動支援及び学生用の電子書籍購入の支援としての助成を行っ‬

‭た。‬

‭令和５年度助成額：　 ２，０２４，８７０円　　　　　　　　‬

‭イ.国際交流事業支援のための資金助成‬

‭　   　　 小樽商科大学が学生交流協定を締結している海外の諸大学（ 現在‬

‭１‬‭８ヶ‬‭国‬‭２‬‭３‬‭大‬‭学）‬‭に‬‭お‬‭け‬‭る‬‭派‬‭遣‬‭留‬‭学‬‭生‬‭に‬‭対‬‭す‬‭る‬‭奨‬‭学‬‭金‬‭の‬‭給‬‭付、‬‭留‬

‭学費用の一部負担及び国際交流関連経費に対する資金助成として、‬

‭４３名に実施した。‬

‭令和５年度助成額：　 ４，３３７，５００円‬

‭ウ.札幌サテライト運営支援のための資金助成‬

‭ビジネススクール（ＭＢＡ）の安定的運営を実現し、多くの企業人‬

‭に専門性の高い生涯学習の機会を与えるため設置された札幌サテラ‬

‭イトの運営費用の一部に対する助成を計画通り行なった。‬

‭令和５年度助成額：　１,０００,０００円‬
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‭エ.学長リーダーシップ事業支援のための資金助成‬

‭学長のリーダーシップにより企画実施される事業に係る経費に対し‬

‭ての助成を行った。‬

‭内、学生自身による学修成果の把握や環境整備確認に５３４千円、‬

‭教員海外派遣に１，０００千円、その他５５３千円を助成した。‬

‭令和５年度助成額：  ２，０８７，３６１円‬

‭　　　　　‬

‭　　　‬

‭令和５年度助成総額‬

‭（ア～エ　合  計）   　９，４４９，７３１円‬

‭(２）収益事業‬

‭公益目的事業を支える「緑丘会館」の運営事業である。‬

‭　　　　 公益社団法人緑丘会の会員及びその関係者の親睦・交流及び産業教‬

‭　　　　 育・研究を目的とする拠点として会館の運営を行い、事業を通じて‬

‭法人の運営資金調達の一助としている。‬

‭今年度も昨年度同様コロナ禍による感染防止の影響により、会合が‬

‭少なかったが、徐々に回復傾向にある。その中で貸主である㈱サン‬

‭シャインシテイより賃借料の改定要請がきており、この対応が必須‬

‭となっている。‬

‭当期は６，４４２千円の事業収益となった。　　　　‬

‭　　‬

‭　　　‬

‭３．会議の開催‬

‭　　‬

‭　　‬‭令和５年５月２０日　　定時理事会、‬

‭　　令和５年６月１０日　　定時評議員会‬

‭令和５年１２月９日　　定例会議‬

‭令和６年１月２０日　　定例会議‬

‭令和６年３月９日　　　定例会議‬

‭令和６年３月１１日　　大学助成審査委員会‬

‭令和６年３月２３日　　定時理事会‬‭　　　　　‬

‭４．公益目的取得財産残額‬

‭　　４８２，２６４，１２２‬‭円(令和５年度末)　‬

‭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‬
‭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‬
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